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［特集］�
●喬木村・上村・南信濃村を紹介します�

合併を協議している4市村�
それぞれの伝統・文化がそこにある�
互いの文化を知り合えば�
新しい歴史が刻まれていく�
今年もよい年でありますように�



上村　しらびそ高原 

　
昨
年
８
月
12
日
、
飯
田
市
・
喬
木
村
・
上
村
・
南
信
濃

村
の
４
市
村
で
は
、
合
併
に
関
し
て
調
査
・
研
究
し
、
協
議

を
す
る
場
と
し
て
、
任
意
合
併
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
特
集
は
、
合
併
を
協
議
し
て
い
る
３
村
を
、
実
際

に
見
て
、
感
じ
て
も
ら
う
機
会
に
な
れ
ば
と
企
画
し
ま
し

た
。
村
の
主
な
事
業
・
自
然
・
文
化
・
歴
史
・
施
設
な
ど
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
足
を
の
ば
し
て
出
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

喬
木
村
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
協
働
し
て
地
域
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
テ
ー
マ
別
に
住
民

有
志
に
よ
る
11
の
村
づ
く
り
塾

が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

観
光
農
業
と
し
て
は
、
農
村

交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
を
核
に
イ

チ
ゴ
狩
り
を
初
め
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
竹
の
子
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
狩
り
・

リ
ン
ゴ
の
木
オ
ー
ナ
ー
園
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

他
に
も
、
中
山
間
地
域
改
良

の
た
め
の
幹
線
道
路
の
整
備
や

高
齢
者
・
障
害
者
の
在
宅
支
援
、

総
合
的
な
子
育
て
支
援
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
相
談
・
教
室

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

松
食
い
虫
対
策
と
し
て
空
中

散
布
に
加
え
、
松
以
外
の
樹
木

に
換
え
る
事
業
や
若
者
定
住
促

進
の
た
め
の
住
宅
整
備
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

上
村
で
は
、
南
ア
ル
プ
ス
・

中
央
ア
ル
プ
ス
・
北
ア
ル
プ
ス

が
眺
望
で
き
る
標
高
１
９
０
０

ｍ
の
「
し
ら
び
そ
高
原
」、
日
本

の
チ
ロ
ル
と
呼
ば
れ
る
「
下
栗

の
里
」
を
中
心
に
観
光
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
そ

こ
へ
通
じ
る
村
道
１
号
線
、
村

道
３
号
線
・
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
と

呼
ば
れ
る
林
道
御
池
山
線
の
道

路
整
備
事
業
も
年
度
計
画
で
行
っ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
自
立
支
援
事
業

と
し
て
、
今
ま
で
村
が
行
っ
て

き
た
施
設
の
運
営
を
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
運
営
し
て
い
た
だ
く

よ
う
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

来
年
度
よ
り
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
対
策
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
を

含
め
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
着
手

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

南
信
濃
村
は
、
南
ア
ル
プ
ス

と
伊
那
山
地
の
山
峡
に
位
置
し
、

人
口
２
、３
０
０
人
余
り
の
山
村

で
す
。 

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
村
と

し
て
は
今
ま
で
も
福
祉
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
一

層
の
充
実
を
考
え
、
現
在
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
遠
山
荘
」

の
増
床
建
設
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
、

安
心
し
て
村
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

喬木村　農村交流研修センター 

南信濃村　遠山荘増床建設工事 

事
業
の
紹
介

事
業
の
紹
介 

施
設
の
紹
介 

自
然
・
食
の
紹
介 

喬
木
村
　
加
護
う
け
の
滝 
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喬
木
村
の
三
遠
南
信
自
動
車

道
矢
筈
ト
ン
ネ
ル
入
口
か
ら
、

東
に
10
分
程
の
と
こ
ろ
に
、
落

差
30
ｍ
の
加
護
う
け
の
滝
が
あ

り
、
冬
に
は
見
事
な
氷
柱
を
形

成
し
ま
す
。 

２
月
〜
５
月
に
か
け
て
は
、

春
の
シ
ー
ズ
ン
を
つ
げ
る
喬
木

の
「
イ
チ
ゴ
狩
り
」。
イ
チ
ゴ
ハ

ウ
ス
に
入
れ
ば
、
甘
酸
っ
ぱ
い

香
り
の
真
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
が
待
っ

て
い
ま
す
。 

春
と
い
え
ば
お
祭
り
で
す
。

喬
木
の
ど
の
地
区
に
も
獅
子
舞
、

囃
子
屋
台
の
伝
統
が
今
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。 

九
十
九
谷
森
林
公
園
内
に
は
、

ク
リ
ン
ソ
ウ
が
数
千
株
植
栽
さ

れ
て
お
り
、
毎
年
５
月
中
旬
〜

６
月
上
旬
に
は
赤
や
ピ
ン
ク
、

白
の
花
が
一
斉
に
咲
き
誇
り
ま
す
。 

上
村
の
御
池
山
隕
石
ク
レ
ー

タ
ー
は
、
し
ら
び
そ
高
原
か
ら

下
栗
方
面
に
約
４
㎞
程
の
場
所

に
あ
り
、
直
径
約
９
０
０
ｍ
の

日
本
初
の
隕
石
ク
レ
ー
タ
ー
で
す
。 

ま
た
、
二
度
い
も
（
在
来
種
の

じ
ゃ
が
い
も
）
は
「
遠
山
郷
の
二

度
芋
の
味
噌
田
楽
」
と
し
て
、
長

野
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

南
信
濃
村
に
、
平

成
12
年
３
月
オ
ー
プ

ン
し
た
温
泉
交
流
施

設
「
か
ぐ
ら
の
湯
」
は
、

南
ア
ル
プ
ス
山
麓
に

湧
く
天
然
温
泉
施
設

で
す
。
お
風
呂
の
種

類
も
８
種
類
あ
り
、

体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
合
わ
せ
利
用
で

き
ま
す
。 

現
在
、
入
場
者
も

40

万
人
を
突
破
し
、

村
内
外
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
村
で
は
、
こ

の
よ
う
な
施
設
や
、

早
期
の
三
遠
南
信
自

動
車
道
の
整
備
な
ど
で
、

観
光
を
中
心
と
し
た

交
流
が
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

喬木村・上村・南信濃村を紹介します 

喬
木
村
の
椋
鳩
十
記
念
館
・

図
書
館
に
は
「
母
と
子
の
20
分

間
読
書
」
を
提
唱
し
た
喬
木
村

出
身
の
童
話
作
家
椋
鳩
十
の
児

童
文
学
、
動
物
文
学
な
ど
幅
広

い
研
究
物
、
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
併
設
の
図
書
館
に
は
、

児
童
図
書
を
中
心
と
し
た
約
５

万
冊
の
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。 

運
動
公
園
は
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
中
心
に
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
、
テ
ニ
ス
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
な
ど
の
整
っ
た
総
合

公
園
で
す
。 

ま
た
村
内
各
所
に
、
も
ろ
は
ら
、

縄
文
の
丘
、
城
山
、
能
登
沢
ダ

ム
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

曙
月
庵
に
は
旗
本
知
久
氏
が

造
営
し
た
茶
室
が
あ
り
、
茶
室

と
し
て
は
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
２

階
建
て
造
り
で
、明
治
以
降
の
改

造
が
少
な
い
貴
重
な
建
造
物
で
す
。 

南
信
濃
村
に
あ
る
聖
岳
・
兔

岳
を
は
じ
め
と
す
る
南
ア
ル
プ

ス
の
登
山
口
「
便
ヶ
島
」
は
、

登
山
小
屋
や
キ
ャ
ン
プ
施
設
な

ど
も
あ
り
、
大
勢
の
登
山
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、温
暖
な
気
候
を
利
用
し
、

お
茶
や
梅
を
多
く
生
産
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
特
産
物
の

お
茶
を
利
用
し
た
紅
茶
、「
南
ア

ル
プ
ス
の
紅
茶
う
ま
い
ん
だ
に
」

が
製
造
さ
れ
、
新
し
い
村
の
味

と
な
っ
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

上村　御池山隕石クレーター 喬木村　クリンソウ 

喬木村　椋鳩十記念館・図書館 

上村　大島河原河川公園キャンプ場 

南信濃村　かぐらの湯 

事
業
の
紹
介 

施
設
の
紹
介

施
設
の
紹
介 

自
然
・
食
の
紹
介

自
然
・
食
の
紹
介 

上
村
に
は
、
目
的
に
合

わ
せ
て
選
べ
る
３
つ
の
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り

ま
す
。 

大
島
河
原
河
川
公
園
キ

ャ
ン
プ
場
は
、
川
遊
び
や

渓
流
釣
り
が
楽
し
め
、
無

料
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
台
や

各
サ
イ
ト
で
電
気
が
利
用

で
き
る
な
ど
、
充
実
し
た

設
備
が
自
慢
で
す
。 

山
岳
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
は
、
ア
ル
プ
ス
の
眺
望

と
星
空
観
察
、
大
平
流
星

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

静
か
な
林
の
中
で
満
天
の

夜
空
を
満
喫
で
き
ま
す
。 

は
や

し く
じ
ゅ
う
く
た
に 

た
よ
り
が
し
ま 
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イベント情報 イベント情報 南信濃村　霜月まつり 上村　霜月祭り 

喬木村　お祭り情報 

飯田市　お練りまつり 
平成16年3月26日～28日 

12月第1土曜日 

12月第1日曜日 

12月８日 

12月10日 

12月13日 

12月15日 

12月16日 

12月23日 

上島白山神社 

小道木熊野神社 

八日市場日月神社 
中立稲荷神社 
※隔年交互開催 

木沢正八幡神社 

和田諏訪神社 

尾野島正八幡神社 

須沢宇佐八幡神社 

大町遠山天満宮 

12月11日 

12月12日 

12月13日 

12月14日 

上町正八幡宮 

中郷正八幡宮 

下栗拾五社大明神 

程野正八幡宮 

　日　程　　　  場　　所 　　日　程　　　　　場　　所 

４月第1 
土･日曜日 

８月第1 
土曜日予定 

８月15日 

８月16日 
（予定） 

11月第2 
土･日曜日 

　日　程　　　　　内　　容 

阿島毘沙門まつり
（あばれ獅子） 

矢筈公園夏祭り 

たかぎふるさと祭り 

大島親水公園夏祭り 

喬木村総合文化祭 

仁田岳 易老岳 イザルガ岳 
光岳 

加加森山 

池口岳 鶴冠山 

熊伏山 

盛平山 

矢筈山 

南　ア　ル　プ　ス 

伊　那　山　脈 

黒石岳 戸倉山 

南信濃村 

和田諏訪神社 

木沢 
正八幡神社 

小道木 
熊野神社 

尾野島 
正八幡神社 

大町遠山 
天満宮 

そば処信玄 
信玄滝 福祉の里 

かぐらの湯 

南信濃村役場 
遠山郷土館 
和田城 

やまめ荘 
陶芸館 

小嵐公園 
(信州のサンセットポイント百選)

■問合せ　飯田市役所　秘書広報課　1（22）4511　内線2125

池口岳 
登山口 

埋没林 

※
道
路
整
備
中 

152

418
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イベント情報 

474

赤石岳 

大沢岳 
中盛丸山 

兎岳 

聖岳 

上河内岳 茶臼岳 

平谷山 

立俣山 

御池山 

尾高山 

笠松山 

喬木村 

上　村 

農村交流センター 

喬木村役場 

縄文の丘 
公園 

歴史民俗 
資料館 

椋鳩十記念館 
図書館 

運動公園 

阿島傘伝承館 

安養寺 
阿島の大藤 

知久氏 
茶室｢曙月庵｣ 

大島山の家 
松茸観光 

もろはら公園 

九十九公園 

九十九谷森林公園 
クリンソウ 

矢筈公園 
矢筈キャンプ場 木地師墓 

上村役場 

大島河原河川 
公園キャンプ場 

流星オート 
キャンプ場 

下栗の里 
(日本のﾁﾛﾙ)

ハイランド 
しらびそ 

クレーター 

は
ん
ば
亭 

高
原
ロ
ッ
ジ
下
栗 

程野 
正八幡宮 

中郷 
正八幡宮 

下栗拾五社大明神 

須沢宇佐 
八幡神社 

上島白山神社 

八日市場 
日月神社 

上町正八幡宮 

中立 
稲荷神社 

登山口 
便ヶ島 

郷土料理 
梨元ていしゃば 

天　竜　川 
弁
天
橋 

阿
島
橋 

郵便局 〒 

至上久堅 

矢筈トンネル方面へ行くに
は、下図の郵便局を左に曲
がってください。 
見過ごしに注意！ 

矢筈トンネル 

飯田市 
下久堅 

喬木村・上村・南信濃村を紹介します 

喫茶かみ 

農産物直売所 

加護うけの滝 

※
冬
期
通
行
止 

遠山川 

152

小
川
川 

加
々
須
川 

※
冬
期
通
行
止 
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　12月2日～7日まで、中央図書館を中

心に開催しました。「図書館特殊コレク

ション展」では、江戸時代にベストセラー

となった観光ガイドブックや、茶器の解説

本が展示されました。新たな試み「中学

生との読書会」では、「坊っちゃん」への

学生の率直な意見に、会場の参加者も

うなずき、本を通して、過去と現在、大

人と子どもが触れ合う機会となりました。 

　地域の歴史や文化を調査・研究し、

成果をお伝えすることを通じて、市民の

皆さんと共に人材育成と活力ある地域

社会の創造を目指す「飯田市歴史研究

所」を12月2日、上郷支所庁舎２階に

オープンしました。 
　式典には、関係者約80人が出席し、
看板の除幕を行った後、市長があいさ

つ。その後、吉田所長が「10年経てば

この取組の重みが見えてくる」と今後の

抱負を語りました。 

研究所を拠点に発信 

絵が 
じょうずだね 
 

歴史研究所開所式 

図書館まつり 
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　11月23日、地場産業センターで開催

しました。今年のテーマは、「共生・協

働」。17カ国300人が集まりました。 

　会場では、20のブースが作られ、それ

ぞれ出身国の自慢料理を披露していまし

た。参加者は、持参した食器やフォークを

手に持ちながら、会話や味を楽しんでい

ました。乾杯後、フラダンスやアフリカ太

鼓も披露され、太鼓の陽気な音に、一緒

に踊り、一緒に笑い、みんなが一つの輪

になった「夕べ」でした。 

　11月29日、飯田コンピュータ専門学校にて開催。

パソコンの電源の入れ方から始まるこの講座は、3月ま

で行います。クリック、クリック、ダブルクリック、あれっ

おかしいな？と楽しそうに学んでいました。 

　11月30日、鼎公民館にて開催。丸いダンボールの

上に、松ぼっくりや水引など思い思いの飾りを付けて、

クリスマスリースを作りました。世界に一つしかない手

作りリースは、とても輝いて見えました。 

親子いきいき事業 

サンタさん見てね 
シルバーパソコン教室 

メールできるかな 

飯田国際交流の夕べ 

みんな一緒に 
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養
生
訓 

現
代
版 

現
代
版 

トーク 

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
女
性
に

多
い
病
気
で
す
。 

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
っ
て
も
、

痛
み
が
な
い
の
が
普
通
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
は
ず
み
で
骨
折

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
転

ぶ
と
背
骨
、
手
首
、
も
も
の
付
け

根
な
ど
を
骨
折
し
や
す
く
、
骨

折
し
た
部
位
が
痛
く
て
動
け
な

く
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
背
中
や
腰
が
痛
く

な
っ
た
後
、
腰
が
曲
が
っ
た
り

身
長
が
縮
ん
だ
り
し
ま
す
。 

　
原
因
は
、
骨
の
形
成
と
吸
収

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
作
ら
れ

る
骨
よ
り
も
、
吸
収
さ
れ
る
骨

の
量
が
増
え
る
た
め
で
す
。
主

と
し
て
老
化
が
原
因
で
す
が
、

女
性
で
は
閉
経
後
の
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
に
よ
っ
て
も

お
き
ま
す
。 

　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
診
断
に
は
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
や
骨
密
度
の

測
定
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
骨

代
謝
マ
ー
カ
ー
の
測
定
に
よ
り
、

骨
の
形
成
と
吸
収
の
バ
ラ
ン
ス

の
変
化
を
調
べ
る
こ
と
も
可
能

と
な
り
ま
し
た
。 

　
骨
量
は
、
20
代
に
最
大
と
な

り
、
年
齢
と
共
に
減
少
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
骨
粗
し
ょ
う
症

の
予
防
に
は
、
若
い
と
き
に
十

分
な
骨
量
を
獲
得
す
る
こ
と
が

一
番
大
切
で
す
。
特
に
女
性
は
、

中
学
・
高
校
時
代
の
充
分
な
栄

養
、
適
度
な
運
動
が
必
用
で
あ

り
、
過
度
の
食
事
制
限
や
減
量

は
危
険
で
す
。
高
齢
に
な
っ
て

も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
蛋
白
質
を

充
分
に
摂
り
、
適
度
な
運
動
を

す
る
事
が
大
切
で
す
。 

　
骨
折
予
防
の
観
点
か
ら
は
、

転
倒
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

事
が
大
切
で
す
。 

　
現
在
で
は
、
骨
量
を
増
加
し
、

骨
折
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
薬
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

骨
折
の
治
療
も
進
歩
し
、
も
も

の
付
け
根
の
骨
折
の
方
で
も
、

１
週
間
以
内
に
起
立
歩
行
を
開

始
し
、
一
月
で
退
院
が
可
能
で

す
。 

　
治
療
自
体
は
進
歩
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
予
防
に
も
注
意
を

は
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

市立病院　整形外科 
大久保　守　医師 

骨
粗
し
ょ
う
症 

 

子育てサークルって？ 

　お母さんたちの自主的なサークルです。子どもと一緒

にお母さん自身も楽しみ、学習できる活動を自分たちで

企画し、運営しています。 

　20グループ以上が活動しています。 

どんなことをしているの？ 

○活動日：月に2～4回、主に午前中。 

○活動場所：主に各地区公民館 

○参加者：0～3歳の未就園児の親子 

○活動内容：季節の行事・誕生会・親子体操など。 

　　　　　   サークルごとに特色があります。 

「どうしようかな？」って迷っていたら、思い切って参加

してみませんか？ 

参加ママたちの声 

・「おうちではできない遊びができる」 

・「先輩ママのアドバイスなど、情報交換できる」 

・「ママのストレス解消になった」 

みんなが主役 

子育てサークル 

■問合せ 
　りんご庁舎内　児童課　内線5344

飯田市子育て支援ネットワーク 

　サークルに参加してみたい、もっと詳しい内容につい

て知りたい方は、お問い合わせください。 

　また、市では、各分野の

関係機関で、子育てに関す

る相談を受け付けています。

どんなことも一人で悩まず、

お気軽に相談してください。 

８〔広報いいだ〕2004.1.1



日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、 
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。 

トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ 

　自分の将来の夢はディスクジョッキー

になることです。理由はラジオを聞いて

いる人が楽しくなるようなラジオを流し

たいからです。 

　ふつうに聞いているのではなく、楽し

く聞いててくれるようにしたいです。 

　もう一つは時々ラジオを聞いていると、

ディスクジョッキーの人が、英語をぺら

ぺらしゃべっているので、自分も外国へ

留学し、英語が上手に話せるようになり

たいです。 

　将来の夢に近づけるように、がんばり

たいです。 

自分の将来の夢 
滝沢　彩 さん（鼎小６年） 

感動したこと 
　飯田下伊那各校のPTAの皆様より学用品を集め、中国農村
部の子どもたちに学用品を贈り続けて５年目になりました。 
　訪中する都度、現地の子どもたちには感動させられます。
貧困さ故に、「学校に行けるありがたさ」や「通わしてもらっ
ている親への感謝」を感じながら、一生懸命勉強している姿

がそこにあります。子ども
たちにとっての大切なキ
ラキラ輝く瞳があります。 
　私自身も訪中するたび
に、そんな子どもたちか
ら、やさしさや元気をもら
って帰ってくることがで
きます。 

三石高亜樹 さん（伊賀良） 

高松分院と地域とのふれあい 

　私たち地域の有志14人と数人の分院
の職員の方とが一緒になって、３年程
前に高松フラワーズを結成しました。
分院の玄関前付近に、１年をとおして
花を咲かせ、来院された方や入院患者
さんが外へ散歩に出られた時に、咲い
た花を見て楽しんでいただき、少しで
も心の療養につながったらいいなと思
い活動を始めました。 
　年間活動は、３月にマリーゴールド
とペチュニアの種をまき、５月にポッ
ト植え、６月に地植え、７月～９月に
水やりを行います。５月に行うポット
植えは、娯楽とリハビリも兼ねて、入
院患者さんも参加されます。夏の間の
水やりは、土・日曜日と祝日に、私た
ちが当番を決めて行っています。８月
にはビオラの種まきをし、秋から冬に

かけて、ポット植え、地植えを行いま
す。３月には、交流会を兼ねて総会を
開催します。 
　私たちと職員の方との心のつながり
もでき、みんなが一緒になって、会話
をしながら作業することも楽しみの一
つになりました。自分たちの地域を大
切に思う心が大事ではないか、と考え
る今日この頃です。 
 

高松フラワーズ代表　森下たまき さん 

先月の古田寿一 さん（丸山）から 

毎月市民の皆さんに、 
1.私の健康法 
2.感動したこと 
3.今がんばっていること 
4.まちづくりへの提言 

４つの項目の中から選んで語っていただき、次の方に
バトンタッチする「リレートーク」です。 
次はあなたの番かも・・・ 

もりした 

みついしたか あ き 

たきざわ　　あや 
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１
月
　
日
号
は
休
刊
で
す 

15

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

　

灯
油
や
重
油
が
漏
れ
る
と
、

飲
用
水
、
農
作
物
、
魚
な
ど
に

大
き
な
被
害
が
出
て
、
補
償
問

題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
火
災
発
生
の
お
そ
れ
も
あ

り
、
大
変
危
険
で
す
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
腐
食
や
、
パ
ッ
キ
ン
の
老
朽

化
が
な
い
か
、
地
下
に
埋
め

て
あ
る
配
管
や
、
油
類
貯
蔵

施
設
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
油

類
を
小
分
け
す
る
場
合
は
十

分
注
意
し
、
バ
ル
ブ
を
確
実

に
閉
め
ま
し
ょ
う

▼
漏
れ
た
場
合
の
連
絡
先

地
方
事
務
所
生
活
環
境
課

�（
２
３
）１
１
１
１

環
境
保
全
課   
内
線
５
２
４
９

消
防
署   
�（
２
２
）０
１
１
９

警
察
署   
�（
２
２
）０
１
１
０

　

美
術
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文

化
芸
術
活
動
発
表
の
場
で
す
。

　

使
用
し
た
い
方
は
、
抽
選
会

を
行
い
ま
す
の
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
抽
選
日
時

　

１
月　

日
�　

午
前　

時

２５

１０

▼
場
所　

美
術
博
物
館　

講
堂

▼
申
込
資
格　

次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
こ
と
。

○
飯
田
・
下
伊
那
に
住
所
が
あ

る
個
人
ま
た
は
団
体

○
自
然
・
人
文
・
美
術
お
よ
び

文
化
芸
術
に
関
す
る
創
造
活

動
の
発
表

▼
問
合
せ　

美
術
博
物
館

　

�（
２
２
）８
１
１
８

▼
日
時　

２
月　

日
�

１１

○
講
演
会　

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

　

午
後
１
時
〜
２
時

▼
場
所

　

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
演
会
演
題

「
環
境
を
考
え
、
行
動
す
る

た
め
に
」

○
講
師　

信
州
大
学
教
育
学
部

助
教
授　

渡
辺
隆
一
先
生

※
連
合
婦
人
会
で
は
、
バ
ザ
ー

用
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
課

　

消
費
生
活
係  
内
線
５
３
５
２

　

歴
史
研
究
所
を　

月
２
日

１２

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

所
内
で
は
、
地
域
の
古
文
書

や
歴
史
関
連
図
書
な
ど
、
ど
な

た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
に
ま
つ
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
、
質
問
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
場
所

　

市
役
所
上
郷
支
所
庁
舎
２
階

▼
開
所
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
休
所
日　

日
・
月
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始

※
土
曜
日
は
開
所
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
料　

無
料

▼
問
合
せ　

歴
史
研
究
所

　

�（
５
３
）４
６
７
０

　
　

年
度
に
社
会
体
育
施
設
で

１６
予
定
さ
れ
て
い
る
全
市
規
模
以

上
の
大
会
を
調
査
し
、
調
整
を

し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
大
会
を
行
う

方
・
団
体
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
調
査
の
対
象
と
な
る
大
会

○
飯
田
市
全
域
か
ら
参
加
者
・

競
技
者
を
募
る
大
会

○
飯
伊
、
南
信
、
県
大
会
な
ど
、

市
以
外
の
地
域
か
ら
も
参
加

者
が
集
ま
る
大
会

※
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
も
、
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
調
査
期
限　

１
月　

日
�

２２

▼
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
課

　

内
線
５
５
７
４

▼
ヤ
ミ
金
融

法
定
外
の
高
金
利
で
貸
し
付

け
、
強
引
な
取
立
て
を
す
る

▼
架
空
請
求　

債
権
回
収
業
者

を
装
い
、
未
納
料
金
な
ど
の

支
払
い
を
せ
ま
る

▼
オ
レ
オ
レ
詐
欺

身
内
を
装
い
、「
お
れ
だ
け

ど
、
交
通
事
故
の
示
談
金
が

必
要
だ
か
ら
大
至
急
口
座
に

振
り
込
ん
で
」
と
電
話
す
る

※
お
困
り
の
こ
と
、
不
審
な
こ

と
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

○
男
女
共
同
参
画
課　

消
費
生

活
係　

内
線
５
３
５
２

○
飯
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�（
２
４
）８
０
５
８

油
類
の
取
り
扱
い
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

環
境
講
演
会
と

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

大
規
模
競
技
大
会
を

社
会
体
育
施
設
で
行
う
方
へ

動物園の 
休園日 

22-0416

■問合せ 
　動物園 

１月 13日（火） ◆15日（木） 

　◆19日（月） ◆26日（月） 

２月  2日（月） ◆  9日（月） 

　◆12日（木） ◆16日（月） 

悪
徳
商
法
に
ご
注
意
を

美
博
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
場
使
用
抽
選
会

歴
史
研
究
所
ご
案
内
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平
成　

年
度
の
新
規
入
所
申

１６

込
書
を
提
出
し
た
方
は
、
希
望

す
る
保
育
所
な
ど
で
、
書
類
調

査
と
児
童
面
接
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
児
童
面
接
が
あ
る
保
育

所
に
は
、
必
ず
児
童
と
一
緒
に

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

○
同
じ
保
育
所
に
引
き
続
い
て

入
所
さ
れ
る
場
合
に
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん

○
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、
希
望
す
る
保
育
所
な
ど

に
連
絡
し
、
１
月
末
ま
で
に

り
ん
ご
庁
舎
内
児
童
課
で
書

類
調
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
持
ち
物　

印
鑑
、
平
成　

年
１５

分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
（
必

要
な
方
の
み
）

▼
問
合
せ

　

り
ん
ご
庁
舎
２
階　

児
童
課

　

内
線
５
３
４
１

保
育
所
、
鼎
幼
稚
園
の

書
類
調
査
・
児
童
面
接

　

日
本
語
を
学
ん
だ
り
、
日
本

語
を
教
え
た
り
す
る
と
き
に
必

要
な
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所

り
ん
ご
庁
舎
３
階

市
民
サ
ロ
ン

▼
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後　

時

３０

１０

▼
資
料
の
内
容　

ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、 中
国
語
、

 
英
語
、 タ
イ
語
な
ど
で
書
か

れ
た
日
本
語
の
教
科
書
、
医

療
の
臨
床
会
話
集
な
ど

※
資
料
の
持
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ

　

飯
田
市
公
民
館

�（
２
２
）１
１
３
２

　

長
野
県
で
は
、
都
市
計
画
区

域
ご
と
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
に
当
た
り
、
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
、

縦
覧
期
間
の
終
了
の
日
ま
で
に
、

知
事
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す

各
種
講
座 

各
種
講
座 

　

平
成　

年
度
の
飯
田
運
動
公

１６

園
野
球
場
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
弓
道
場
の
利
用
申
込
の
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
受
付
開
始
日　

２
月　

日
�

１０

▼
申
込
・
問
合
せ

飯
田
運
動
公
園
管
理
事
務
所

�（
２
５
）５
５
８
８

　

会
社
や
個
人
で
工
場
、商
店
、

賃
貸
住
宅
の
経
営
、
農
業
な
ど

の
事
業
を
行
う
方
は
、
１
月
１

日
現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資

産
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
し
て
い
た
だ
く
資
産

事
業
用
の
構
築
物
、
機
械
、

器
具
、備
品
な
ど
の
資
産
で
、

減
価
償
却
さ
れ
る
べ
き
も
の
。

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

家
屋
や
、
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
対
象
に
な
る
自
動

車
な
ど 
は
含
み
ま
せ
ん
。

▼
申
告
期
限　

２
月
２
日
�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

内
線
５
１
７
２

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

１
月
９
日
�
〜　

日
�

２２

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

○
県
飯
田
建
設
事
務
所　

管
理

計
画
課　

�（
２
３
）１
１
１
１

○
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　

�
０
２
６（
２
３
２
）０
１
１
１

○
市
建
設
部　

管
理
計
画
課

　

内
線
２
７
４
１

　

心
身
共
に
健
全
な
子
ど
も
を
育

て
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

１
月　

日
�

１８

　

午
後
１
時　

分
か
ら

３０

▼
場
所　

飯
田
文
化
会
館

▼
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

内
線
３
５
７
３

　

人
権
擁
護
委
員
２
人
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時　

１
月　

日
�

２０

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▼
場
所　

松
尾
公
民
館

▼
問
合
せ

　

長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

　

�（
２
２
）０
０
１
４

▼
対
象　

小
学
生
以
上

　
（
親
子
で
の
参
加
も
可
能
）

▼
日
時　

１
月　

日
�

２５

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

▼
場
所　

上
郷
考
古
博
物
館

▼
参
加
費
（
入
館
料
・
材
料
費
）

　

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

　

高
校
生
以
上　

４
０
０
円

▼
定
員　
　

人　
（
申
込
者
多

３０

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
校・

学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　

１
月　

日
�
（
消
印
有
効
）

１７

▼
申
込
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

０
０
０
３

　

飯
田
市
上
郷
別
府
２
４
２
８－

１

　

上
郷
考
古
博
物
館

　

�（
５
３
）３
７
５
５

飯
田
運
動
公
園
施
設

利
用
受
付
開
始

償
却
資
産
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

日
本
語
学
習
教
材
コ
ー
ナ
ー

都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
縦
覧

第　

回
飯
田
市
青
少
年

２４
健
全
育
成
推
進
大
会

特
設
人
権
相
談
所
開
設

上
郷
考
古
博
物
館

勾
玉
づ
く
り
教
室

緊急電話 
火事と救急！消防署に連絡 

局番なしの119

局番なしの110
携帯電話からもかかります 

大変だ！警察に連絡 
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募 

集 

募 

集 
▼
日
時　

１
月　

日
�

１８

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

▼
場
所

　

上
郷
考
古
博
物
館
会
議
室

▼
講
師

　

岡
田
正
彦
（
当
館
館
長
）

▼
演
題　
「
考
古
学
か
ら
見
た
飯

伊
の
古
代
仏
教
に
つ
い
て
」

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
合
せ　

上
郷
考
古
博
物
館

　

�（
５
３
）３
７
５
５

　

第
７
回
講
座
「
平
安
時
代
の

地
方
社
会
と
王
朝
国
家
」
を
開

講
し
ま
す
。　

世
紀
こ
ろ
を
境

１０

に
大
き
く
変
わ
る
地
方
社
会
と

国
家
。
信
州
の
事
例
な
ど
も
取

り
上
げ
な
が
ら
、
こ
の
変
貌
を

地
方
と
中
央
を
つ
な
ぐ
国
司
の

活
動
か
ら
探
り
ま
す
。

▼
日
時（
２
日
間
の
連
続
講
座
）

○
１
月　

日
�

２４

　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

○
１
月　

日
�

２５

　

午
前　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

▼
場
所

　

り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

▼
講
師　

加
藤
友
康
氏
（
東
京

大
学
史
料
編 
纂 
所
教
授
）

さ
ん

▼
募
集
人
数　
　

人
３５

▼
受
講
料　

５
０
０
円

　
（
資
料
代
・
２
日
間
分
）

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
第
８
回
講
座
は
、
３
月　

日
２７

�
・　

日
�
「
女
性
に
み
る

２８

日
本
の
近
世
」の
予
定
で
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ

　

歴
史
研
究
所

　

�（
５
３
）４
６
７
０

　

初
歩
か
ら
の
教
室
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
。

▼
日
時

２
月
６
日
�
〜
３
月
５
日
�

ま
で
の
毎
週
金
曜
日（
全
５
回
）

午
前　

時
〜
正
午

１０

▼
場
所　

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　
　

〜　

人（
先
着
順
）

１０

１５

▼
申
込
受
付
期
間

　

１
月　

日
�
〜　

日
�

１３

３０

▼
申
込
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

�（
５
３
）３
１
８
２

　

長
野
県
の
高
校
出
身
者
（
男

子
）
で
、
今
年
首
都
圏
の
４
年

制
（
医
・
歯
学
は
６
年
制
）
大

学
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
方

を
対
象
に
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
寮
の
名
称

　

�
信
州
学
生
協
会　

信
濃
寮

▼
所
在
地

東
京
都
小
金
井
市
東
町

３－

　

－

　
　

Ｊ
Ｒ
中
央
線

１７

４３

東
小
金
井
駅
南
口
か
ら
徒
歩
８
分

▼
入
寮
金　

４
万
円

▼
毎
月
の
寮
費
（
生
活
費
）

４
万
円
程
度
（
部
屋
代
、
朝・

夕
食
代
、
電
気
代
、
水
道
代

な
ど
共
用
費
全
て
を
含
む
）

▼
定
員　
　

人
（
個
室
）

７１

▼
募
集
人
数　

約　

人
１５

▼
申
込
方
法

入
寮
願
書
に
必
要
書
類
を
添

え
信
濃
寮
に
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
請
求
先
・
問
合
せ

　

〒
１
８
４－

０
０
１
１

　

東
京
都
小
金
井
市
東
町

　

３－

　

－

　
  
信
州
学
生
協
会

１７

４３

　

信
濃
寮
（
幹
事
会
）

　

�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
４
２
２（
３
２
）５
４
７
９

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.george24.com/̃shinano/

　

飯
田
市
内
に
居
住
さ
れ
る
お

お
む
ね　

歳
以
上
の
方
で
し
た

６０

ら
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
応
募
・
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
色
紙
展
は
今
回
か
ら
行
い
ま

せ
ん
。

▼
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

○
第　

回
高
齢
者
川
柳
大
会

２６

・「
窓
」

　

出
題　

曽
我
都
男　

先
生

・「
猿
（
さ
る
）」

　

出
題　

菅
沼
フ
サ
エ　

先
生

・「
磨
く
」

　

出
題　

長
谷
部
良
治　

先
生

・
１
題
１
句
と
し
て
１
人
合
計

３
句
ま
で

○
第　

回
高
齢
者
俳
句
大
会

２７

　
「
新
年
雑
詠
」

・
１
人
３
句
ま
で

○
第　

回
高
齢
者
短
歌
大
会

２７

・
１
人
２
首
ま
で

※
当
日
の
席
題
は
今
回
か
ら
行

い
ま
せ
ん
。
は
が
き
に
よ
る

考
古
学
か
ら
み
た

飯
伊
の
古
代
仏
教

首
都
圏
の
学
生
寮
生

高
齢
者
初
春
事
業
に

出
品
・
参
加
し
ま
せ
ん
か

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
教
室

事
前
の
応
募
の
み
で
す
。

○
申
込
方
法

は
が
き
に
参
加
す
る
事
業
名
、

作
品
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
に
は
必
ず
楷
書
で
ふ
り

が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
将
棋
・
カ
ル
タ（
百
人
一
首
）・

囲
碁

○
日
時

　

２
月　

日
�

２６

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１0

○
場
所　

鼎
公
民
館

・
第　

回
高
齢
者
将
棋
大
会

２７

　

３
階
展
示
室

・
第　

回
高
齢
者
カ
ル
タ
大
会

２４

　

４
階
大
会
議
室

・
第　

回
高
齢
者
囲
碁
大
会

２７

　

３
階
会
議
室
１
・
２

○
申
込
方
法

は
が
き
に
参
加
す
る
事
業
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　

１
月　

日
�
（
消
印
有
効
）

３０

▼
申
込
・
問
合
せ

　

〒
３
９
５－

０
０
４
４

　

飯
田
市
本
町
１
丁
目　

番
地

１５

　

飯
田
市
役
所　

介
護
高
齢
課

　

高
齢
者
係　

内
線
５
３
８
２
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市県民税の申告と所得税の確定申告の時期になりました 市県民税の申告と所得税の確定申告の時期になりました 

スタート 

１月１日現在 

飯田市に居住していない 

１月１日現在 

飯田市に居住している 

収入がある 

居住先の市町村や 

税務署で申告 

主な所得は給与所得である 主な所得は給与所得以外である 

平
成
15
年
中
に
土
地
等

の
譲
渡
所
得
が
あ
る 

公
的
年
金
収
入
が
あ
る 

市
県
民
税
の
申
告
、
ま
た
は
所
得
税

の
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
税

務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
ら
れ
て

き
た
方(

※)

は
所
得
税
が
で
な
く
て

も
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

所
得
の
合
計
が
所
得
控
除
の 

合
計
額
よ
り
多
い
方 

所
得
の
合
計
が
所
得
控
除
の 

合
計
額
以
下
の
方 

公
的
年
金
以
外
の 

所
得
が
あ
る
方 

公
的
年
金
の
み
で 

ほ
か
に
所
得
が
な
い
方 

○
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

ど
の
適
用
を
受
け
る
方 

○
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
方
、
年
の
途
中
で

退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
て
い
な
い
方 

○
平
成
15
年
中
の
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方 

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方 

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
方 

一
カ
所
か
ら
の
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
の

内
容
に
変
更
の
な
い
方 

同
居
し
て
い
る
家
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方 

別
居
し
て
い
る
家
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
、

ま
た
は
ど
な
た
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方 

 

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

市
県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。
年

金
の
支
払
機
関
か
ら
市
役
所
に
年
金

支
給
額
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
社
会
保
険
料
控
除
、
配
偶
者
特

別
控
除
等
の
所
得
控
除
を
受
け
る
方

は
申
告
が
必
要
で
す
。 

収入がない 

営業等所得（小売業、

サービス業、土木建築

業、内職、生命保険外

交員等）・農業・不動

産・雑・一時所得など

がある 

（※）税務署から確定申告書が郵送された方、営業・事業所得者、譲渡所得のある方の確定申告は市役所や公民館の申告

相談ではお取扱いできない場合がありますので税務署で申告をしてください。 

■次の方も税務署に確定申告をしてください。 

　○青色申告者、山林所得、株式譲渡所得等があった方　○初めて住宅借入金（取得）等特別控除を受ける方 

■給与所得者の所得税還付申告は、２月16日（月）以前でも税務署で受け付けています。 

■問合せ 

　税務課　市民税係　内線51 6 2  

　飯田税務署　 1（22）1 1 6 5

 

 

この表にそって、申告が必要かどうかチェックしてみましょう 

申告期限 
３月15日（月） 

非課税の収入のみ（遺族 
年金・障害年金・失業給 
付金・児童扶養手当等） 

市県民税の申告をしてください。

国保税や保育料算定の基礎資

料となります。 

申告がないと、所得が少ない

世帯の国保税の軽減措置が受

けられません。 

市県民税の申告、所

得税の確定申告は必

要ありません。 

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を 

し
て
く
だ
さ
い
。 
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○ 
市
県
民
税
申
告
書
、
印
鑑

○ 
前
年
中
の
所
得
が
明
ら
か
に

な
る
書
類
（
給
与
所
得
、
公

的
年
金
、
報
酬
等
の
源
泉
徴

収
票
な
ど
）

○
営
業
、
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
の
あ
る
方
は
収
支
内
訳

書
や
帳
簿
類

・
事
前
に
収
入
・
経
費
を
計
算

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、

平
成　

年
度
固
定
資
産
税
納

１５

税
通
知
書
に
同
封
の
課
税
明

細
書
、
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
写
し
ま
た
は
公
課
証
明

○
農
業
所
得
が
あ
る
方
は
、農
業

所
得
収
入
金
額
等
報
告
書
ま

た
は
収
支
内
訳
書
や
帳
簿
類

○
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保

険
料
、
損
害
保
険
料
な
ど
の

支
払
証
明
書

○
国
民
年
金
、
農
業
者
年
金
、

国
民
健
康
保
険
、
建
設
国
保

な
ど
の
社
会
保
険
料
の
支
払

領
収
書

※
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
金

額
は
、
市
役
所
で
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
。

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

医
療
費
の
領
収
書
、
保
険
金

な
ど
で
補
填
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
も
の
、
お
む
つ
証
明

な
ど

※
介
護
保
険
の
認
定
者
で
昨
年

も
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医

療
費
控
除
を
受
け
て
い
る
方

は
、
医
師
の
発
行
す
る
「
お

む
つ
証
明
書
」
に
替
わ
り
、

飯
田
市
が
発
行
す
る
「
主
治

医
の
意
見
書
の
写
し
ま
た
は

確
認
書
」
で
も
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
写
し
や
確
認
書

が
必
要
な
場
合
は
、
介
護
高

齢
課
（
り
ん
ご
庁
舎
）
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
受
給

者
（
従
業
員
等
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）
の
１
月
１
日
現
在
の

居
住
地
の
市
町
村
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
給
与
支
払
報
告
書
は
、
給

与
所
得
者
に
と
っ
て
申
告
書
に

代
わ
る
重
要
な
も
の
で
す
。
お

早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限　

２
月
２
日
�

　

申
告
相
談
時
は
大
変
混
み
合

い
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
待
ち
時
間

を
解
消
す
る
た
め
、
郵
送
で
の

提
出
、
支
所
や
税
務
課
窓
口
へ

の
提
出
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

市
県
民
税
の
申
告
書
を
郵
送

な
ど
で
提
出
す
る
場
合
は
、
申

告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
証
明
書
類
を
添
付
し
て
３

月　

日
�
ま
で
に
届
く
よ
う
に

１５
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
送
付
先

〒
３
９
５－

８
５
０
１

飯
田
市
大
久
保
町

２
５
３
４
番
地

　

飯
田
市
役
所　

総
務
部

　

税
務
課　

市
民
税
係

　

内
線
５
１
６
２
・
５
１
６
３

　

農
業
所
得
収
入
金
額
等
報
告

書
を
お
送
り
し
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
農
業
所
得
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
必
ず
報
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
理
士
に
よ
る
無
料
還
付
申

告
相
談
で
す
。

▼
対
象　

所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
方
。

▼
日
時　

２
月
２
日
�
〜
３
月
５
日
�

（
土
･
日
･
祝
日
、２
月
６
日

は
除
く
）

　
 
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

飯
田
税
務
署

※
各
税
理
士
事
務
所
に
お
い
て

２
月
５
日
�
〜　

日
�
（
土

１３

･
日
･
祝
日
を
除
く
）
ま
で

の
間
、
少
額
の
還
付
申
告
相

談
及
び
申
告
書
の
作
成
を
無

料
で
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
税
理
士
事
務
所
へ
事
前

に
電
話
連
絡
の
う
え
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の

申
告
の
際
に
必
要
な
も
の

郵
送
、窓
口
な
ど
へ
の
申
告

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

税金の申告は正しくお早めに
－申告期限は３月15日（月）です－

 市県民税の申告と所得税の確定申告の時期になりました。

 早めに申告をしてください。

 ■問合せ　税務課　市民税係　内線5162　5163

　　飯田税務署（高羽町6－1－5）　�（22）1165

1月の納税 

市県民税（4期） 
国民健康保険税（1月分） 

  

２月２日（月）   

税金は納期限までに 
納 め ま し ょ う  

税目 

納期 

農
業
所
得
収
入
金
額
等

報
告
書
に
つ
い
て

相
談
会
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

りんご庁舎３階 
本町１丁目再開発ビル本町１丁目再開発ビル 

市民サロンは自由なスペースです！市民サロンは自由なスペースです！ 
作品展やコンサートもＯＫ！ 

☆ご利用可能な施設・時間 
　会議室 午前９時00分～午後10時 
　市民サロン 午前８時30分～午後10時 
　子どもサロン 午前８時30分～午後７時(原則) 
　インターネット利用 午前８時30分～午後５時15分 

　■申込・問合せ　男女共同参画課　内線5351

りんご庁舎３階 
本町１丁目再開発ビル 

市民サロンは自由なスペースです！ 
作品展やコンサートもＯＫ！ 
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会 場
相談指定日地区及び受付時間曜

日
受 付 日地 区

午後1：00～4：00午前9：00～11：30

龍 江 公 民 館
2区1区木2月5日

龍 江
4区3区金2月6日

下久堅公民館
南原・稲葉・柿の沢下虎岩月2月9日

下 久 堅
虎岩知久平・小林火2月10日

千 代 公 民 館
田力・荻坪・芋平・野池・米川・

山中・法全寺
大郡・米峰・毛呂窪・八ノ倉・下村木2月12日千 代

上久堅公民館
堂平・馬場垣外・日向平・越久保上平・

日影平・森・小野子・落倉・平栗・蛇沼

原平上・原平下・中宮・下平・大鹿・

上平・風張
金2月13日上 久 堅

川 路 公 民 館6区・7区・8区2区・3区・4区・5区月2月16日川 路

鼎文化センター
西鼎・下山・下茶屋・東鼎中平・名古熊・一色火2月17日

鼎
上茶屋・上山切石水2月18日

山 本 公 民 館
大明神・北平東平木2月19日

山 本
箱川・久米・二ツ山中平・西平・南平・湯川・竹佐金2月20日

松 尾 公 民 館
新井・上溝・城・清水・常盤台水城・明月2月23日

松 尾
久井・八幡・代田・促進毛賀・寺所・松尾団地火2月24日

座光寺公民館

宮の前・唐沢・共和・下羽場・中河原・

中羽場・欠野・北市場・南市場・駅前・

上野・上野新町・万才

河原・高岡・清水・恒川・中市場・原・

宮崎・大堤
水2月25日座 光 寺

上 郷 公 民 館
下黒田北・北条上黒田・下黒田東木2月26日

上 郷
飯沼南・南条・別府上・丹保下黒田南・別府下金2月27日

伊賀良公民館
大瀬木中村・三日市場月3月1日

伊 賀 良
北方下殿岡・上殿岡・三尋石火3月2日

竜 丘 公 民 館
時又駄科水3月3日

竜 丘
長野原・上川路桐林木3月4日

三 穂 公 民 館第8・第9・第10・第11・第12・第13
第1・第2・第3・第4・第5・第6・

第7-1.2.3
金3月5日三 穂

市 役 所 3 階

大 会 議 室

長姫町・主税町・追手町・常盤町・

水の手町・愛宕町・箕瀬町

中央通り1､2､3､4-1・松尾町・通り町・

大横町・本町・知久町・下殿町・扇町・

大久保町・銀座

月3月8日橋 南

仲ノ町・二本松・馬場町・浜井町・

江戸浜町・東栄町・東中央通

大門町・桜町・伝馬町・大王路・

小伝馬町・江戸町・くつわ小路
火3月9日橋 北

吾妻町・鈴加町・錦町・東新町・東和町
元町・中央通り4-2、4-3・諏訪町・

宮ノ上・宮の前・高羽町
火3月9日東 野

滝の沢・今宮町丸山町・白山町水3月10日丸 山

砂払町・羽場権現・羽場仲畑・

羽場赤坂・羽場上河原・正永町・

正永町泉・大休・横手

大通・曙町・羽場坂町・旭町・

白山通り・松川町・羽場町
木3月11日羽 場

指定日に申告できなかった方
金3月12日

予 備
月3月15日

住民税申告相談日程表
　２月５日�～３月５日�の間は各地区の申告相談に職員が出張しています。この間に市役所税務課にお越しい
ただいても相談をお受けできません。
　割り当ての時間に都合のつかない方は地区指定日のうちにお出かけください。

所得税の確定申告をする方は税務署で申告してください

申告書は自分で記入しましょう
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かわらんべ 
天竜川総合学習館 

通信 

通信 

 

■申込・問合せ 
　天竜川総合学習館かわらんべ　1(27)6115 
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　1(59)8080　ＦＡＸ(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

おいしいよ、窯焼きピザおいしいよ、窯焼きピザ 

11月から12月にかけて森森こども大学では、毎
週「窯焼きピザ」を行いました。 
公園の森で伐採した木を石窯に入れ火をつけピ

ザを入れれば５分ほどで焼き上がり、あつあつの出
来たてをその場で頂きます。参加した子供たちは「美
味しかった！」「作ることが楽しかった！」と嬉し
そうに話してくれました。 

おいしいよ、窯焼きピザ １ 月 の 予 定 
●森森子ども大学　 
○カルタ大会（下伊那言葉カルタ） 
　１月10日（土）・11日（日）・12日（祝）　午前10時～午後３時 
○伊那谷の岩石30まるごとおぼえよう（第３回）　 
　１月10日（土）午後１時～３時　堀川循正先生（理学博士） 
○焼き芋大会　１月17日（土）・24日（土）　午前10時～午後２時 
　（雨天・強風・降雪時など、荒天の場合は窯焼きピザ） 
○凧作り教室　１月18日（日）・25日（日）午前10時～午後２時 
　材料代　100円 
●森森大学院 
○最先端研究者による「野外カウンセリング」の研究討議 
　１月11日（日）午前９時～午後９時　 参加費無料　　 
○地球科学特別講座　講師　堀川循正氏（理学博士） 
　１月14日（水）・21日（水）・28日（水）　午後６時～８時 
○環境教育講座　かざこし山寒中登山 
・２月７日（土） 午前９時　子どもの森公園駐車場集合 
・参加資格：小学校３年生以上～大人まで 
・参加定員：20人(大人除く)・参加費 500円（保険料込） 
・申込締切 １月31日（土） 
・講師：大蔵喜福先生（登山家：飯田市出身） 
●絵本の読みきかせ　毎週日曜日　午後１時30分～２時 
　ふくろう文庫にて 
　ボランティア団体モンクールさんが読んでくれます。 

これからの講座予定 

これまでの講座から 
「秋の鳥」11月22日（土） 
水辺の楽校での野鳥観察の講座です。 
信州野鳥の会による、鳥類標識調査のために捕まえた野鳥を
目の前で観察しました。普段間近では見ることができないので、
大変よい学習となりました。 

１月17日（土）「東海大地震と南信濃」9：00～11：30 
　近年中に起こると予測される東海大地震のメカニズムなどを学習し、さらに、起震車で地震体験をします。 
１月24日（土）「冬の草花」9：00～11：00 
　春に美しい花を咲かせる植物も、冬の間はどのように過ごしているのでしょうか？水辺の楽校で観察しましょう。 
１月31日（土）「冬の虫たち」9：00～11：00 
　植物に続き、夏たくさんいた虫たちも、寒い冬をどのように越すのでしょうか？実際にその姿を観察しましょう。 
２月７日（土）「冬の星座」18：00～19：30 
　星が一番きれいに見える季節。冬の代表的な星座を観察し、普段は見ることができない星も天体望遠鏡で見ます。 
２月14日（土）「冬の鳥たち」9：00～11：00 
　四季を通じ、信州野鳥の会の方に教えていただく野鳥観察の講座です。参加すると、水辺の鳥の動きがわかります。 
 「天竜川の伝説の絵本」を読んでみませんか 

これからの講座予定 

これまでの講座から 

「天竜川の伝説の絵本」を読んでみませんか 
2002年６月から募集した「天竜川ものがたり」に、たくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。
この作品は全て、館内とホームページに展示します。審査方法は、一般の方々による投票と、審査委員により

行います。皆さんも館内またはホームページにてぜひご覧いた
だき、お気に入りの作品に投票してみませんか。審査期間は１
月14日から２月29日です。 

もりもり 
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ほっとらいんＩＩＤＡ オフトーク通信 
ほっとらいん I I DA

市からの情報 
ラジオ 

■広報いいだの風 
○飯田市からのお知らせ 
　７：１０～７：３０ 
　１２：１０～１２：３０ 
　１７：１０～１７：３０ 

■かざこし歳時記 
○飯田市企画番組 
　月曜日～金曜日 
　１１：２０～１１：５０ 

テレビ 

インターネット 
http://www.city.iida.nagano.jp/

チャンネル 

お知らせ 
　6：00　12：15　15：00　19：30

お知らせ再送 
　6：15　12：30　15：15　19：45

ＮＨＫニュース　７：00　11：50　  14：55 
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。 

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

１ チャンネル 

２ チャンネル 

３ チャンネル 

４ チャンネル 

内容・時間 

■テレビ広報 
○飯田市の政策や行事などを紹介します。 
　２月の番組は「お練りまつり」の予定です。 

■市民だより 
○市からのお知らせをお届けします。 
　毎日　7：20　9：20　12：20　18：20　20：20　23：20

２ 
いいだＦＭ 

76.3ＭＨｚ 
飯田ケーブルテレビ 

1月16日～22日　  ９：30～  18：30～　20：30～ 

放送日　　　　　　　　 放送時間 

■問合せ　秘書広報課　内線2125

※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行っています。 
　お問い合わせください。 

●オフトークの故障は電局番なしの113(NTT)

市のホームページ 

市からの情報 

チャンネル 

内　　　容第何週番　組　名放送曜日
１週間の市内の話題を取材し紹介毎週いいだの旬

月曜日
各地区の公民館活動の紹介１公民館リレー
「広報いいだ」１日号の内容説明２広報いいだの紹介
健康に関しての番組３さわやか健康
環境保全活動の紹介４くらしと環境
市役所各課からの広報毎週市役所情報

火曜日
月を振り返って、市の行事を取材し紹介１ピックアップ飯田
消防署と消防団による消防広報２ニュースイン１１９
安全に関する情報広報３市民の安全１１０番
消費生活に関する情報番組４消費生活メモ
鼎幼稚園・上郷東・上郷西・
上郷南保育園の紹介

毎週保育園だより

水曜日
本の読み聞かせ１本の散歩道
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介２伊那谷の自然
郷土出身ゆかりの人 ・々地名などを紹介３伊那谷の歴史
ボランティア・催し物・行事など紹介４ふれあい福祉
川路・鼎・追手町・下久堅小学校の紹介毎週小学校だより

木曜日
元気なママさんグループを紹介１元気ママ
市内の様々なグループ・サークルを紹介２サークル紹介
農業に関係した活動や、事業を紹介３大好き農業
いきいきと暮らす高齢者などを紹介４いきいきライフ
鼎・緑ヶ丘・竜峡・飯田西中学校の紹介毎週中学校だより

金曜日
飯田の観光情報の紹介１観光情報
文化会館の事業の紹介２

〜
４

いいだ、文化の窓
（文化会館・美博
図書館情報）

美術博物館・考古博物館の催し物を紹介
図書館の行事や話題の本などの紹介

市長の留守番電話 23－8181
市民の皆さんのご意見 
ご相談をいつでもお受 
けします。 

「かざこし歳時記」２月番組表

各種相談所　相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください
問合せ場　　所日　　時相 談 名

社会福祉協議会

�53－3180

さんとぴあ飯田
（福祉会館・東栄町）

※法律相談は予
約制、電話で
申し込んでく
ださい。

※結婚相談は本
人の相談を原
則とします。
写真１枚必要
です。

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

特 別
心 配 ご
と 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

一 般

１月９日（金）
１３：００～１７：００

法 律 相 談
（現在係争中のものは除く）

１月８日（木）
１月１８日（日）
１月2８日（水）
１３：３０～１６：３０
受付１５：００まで

結 婚 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１８：００

ボ ラ ン テ ィ ア
相 談

庶　務　課
内線2111

りんご庁舎３階
１月１３日（火）
１３：００～１６：００

行 政 相 談

交通防災課�22－4511
内線2436

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

簡 易 交 通 事 故
相 談

内線3581
専用電話
�53－8730
FAX53－8730

教育委員会
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

教 育 相 談

か け こ み
教 育 相 談

税　務　課
内線5141

市役所本庁
１月２１日（水）
１０：００～１５：００

税 務 相 談

男女共同参画課
内線5352

りんご庁舎３階
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

消 費 者 相 談

問合せ場　　所日　　時相 談 名

家庭児童相談室
内線５３４４

りんご庁舎２階
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

家 庭 児 童 相 談
（ 電 話 で も 可 ）

�52－0633専用電話
毎週木曜日
９：００～１１：３０

電 話 乳 幼 児
育 児 相 談

飯田中央保育園
�22－4133

飯田中央保育園
（地域子育支援センター）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
毎週土曜日
９：００～１４：００

子 育 て 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
※予約制（市役所隣）

１月１３日（火）
１３：３０～１６：００

痴 ほ う 相 談

ハーネット・いいだ
�56－4474

さんとぴあ飯田
（福祉会館1階・東栄町）

毎週月～土曜日
９：００～１７：４５
�第１水曜日のみ�
�　　　　　　　�
� 17：30まで �

障 害 者 並 び に
ご 家 族 の 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
各支所　　　　

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

心と体の悩みごと

児童課　内線5347りんご庁舎２階
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

悩 み ご と女
性
の
た
め
の
相
談

男女共同参画課
内線5351
（要予約）

りんご庁舎３階

１月１４日（水）
１３：３０～１７：００

婦 人 相 談 員
の 専 門 相 談

１月２０日（火）
１３：３０～１６：３０

法 律 相 談

おいしいよ、窯焼きピザ 

これからの講座予定 

これまでの講座から 

「天竜川の伝説の絵本」を読んでみませんか 
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飯田市の人口（12/1現在）■人口＝106,335人（前月比+27）男51,000人／女55,355人  ■世帯＝35,736戸（前月比+32）�

展示期間�

指揮：大山平一郎　ソリスト：竹澤恭子（ヴァイオリン）�
チケット ●Ｓ席：5,000円  ●Ａ席一般：3,500円�
 ●Ａ席高校生以下：2,000円�
 文化会館ほかで発売中�
プログラム ・序曲「精霊の王」/ウェーバー�
 ・ヴァイオリン協奏曲　ニ長調�
   Ｏｐ.61/ベートーヴェンほか�
※未就学児の入場はお断りします。託児をご利用ください。�

竹田人形館新春特別企画�

飯田市指定文化財（無形文化財）�

大名行列（だいみょうぎょうれつ）�
伝承者　本町三丁目　大名行列保存会�
明治初年、本町出身の維新の志士 薄井龍之 氏のあっせ
んで、小浜藩のものを中心に仙台藩・姫路藩の参勤交代
に使用した道具を入手し、豪華な行列の道具がそろった。�
明治５年以来、毎回お練りまつりに参加している。�

飯田下伊那地区の在住者や出身者で、現在、制作活動を行な
っている作家を対象にした展覧会です。�
　出品する作品は、前回同様一人一点、飯田下伊那地方で未
発表の作品で、日本画・洋画は50号以上150号以内。版画・
彫刻・工芸・書は、これに準ずると決めています。提出され
た出品票によれば、日本画・洋画の６割は100号を越える大
作です。�
　その他の版画・彫刻・工芸・書も独自の発想による意欲的
な力作、大作で、総数135点が出品され、充
実した展覧会になることと期待しています。�
　この機会に、ぜひ多くの皆様に鑑賞して
いただき、飯田下伊那における美術振興の
ためにご感想、ご批評をいただきたく願っ
ています。�

－飯田下伊那の作家による－�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、12日（木）�

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

２月３日C～２２日A

定　員 各40人（予約制）�
会　費 ●800円（観覧料・お年賀含む）�
予約・問合せ   竹田人形館  1（２３）４２２２�
☆いいだ人形劇フェスタ200３のワッペン着用者は�
　入場時に100円のキャッシュバックがあります。�

２月２３日B 開場18：30　開演19：00�
 ●飯田文化会館ホール�

九州交響楽団　飯田演奏会�

　座光寺の竹田人形館では、「初春を寿ぐ竹田人形館」と
題して特別観覧を行います。�
　竹田人形座のお正月の迎え方など、竹田扇之助館長の
お話をまじえながら、竹田練場の伝統に彩られた慶賀なお
正月飾りをご覧いただきます。�
　また、竹田練場の桧舞台では、新しい年の幸を願って、
竹田人形座出身の鈴木友子さんによる「寿式三番叟」を
上演いたします。�

１月１０日G14：30１月１１日A10：00�
　●竹田扇之助記念国際糸操り人形館�

第４回　現代の創造展�


